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10 月
2 日

生物園
オ ー プ

ン

休
日
と
も
な
る
と

、
散
歩
や
釣
り
を

楽
し
む
家
族
連
れ
や
子
供
た
ち
で
に
ぎ

わ
う
元
溯
江
公
園
。
ホ
タ
ル
の
飼
育
・

展
示
な
ど
で
も
お
な
じ
み
の
こ
の
公
園

に

、
1
0
月
2
日

、
新
た
に
「
生
物
園

」が

オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

生
物
圃
は
、
昆
虫
、
魚
、
烏
、
植
物

な
ど
、
様
々
な
生
き
物
た
ち
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
、
自
然
や
生
物
に
つ
い
て
楽

し
く
学
べ
る
環
境
学
習
施
設
で
す
。
展

示
は
、「
ふ
れ
あ
い
・
い
の
ち
・
共
生
」

を
基
本
テ
ー
マ
に

、
「
生
物
と
の
出
会

い
」「
生
物
の
観
察

」「
生
物
の
理
解
」
と
3

段
階
に
体
験
の
岶
を
設
定
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
が
順
路
に
従
っ
て
進
ん
で
い

く
と

、
生
物
や
自
然
と
の
つ
き
あ
い
を

徐
々
に
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は

、
約
2
0

種
2
0
0頭
の
チ
ョ
ウ
が
舞
う

、巨
大
な

〝熱

帯
温
室
〟
。ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
熱
帯

植
物
の
生
い
茂
る
中
、
色
と
り
ど
り
の

チ
ョ
ウ
が
、
手
を
の
ば
せ
ぱ
す
ぐ
届
く

よ
う
な
と
こ
ろ
で

、
ま
る
で
花
び
ら
が

ピ
ラ
ピ
ラ
と
舞
う
よ
う
に
踊
る
姿
は
見

事
で
す

。

ほ
か
に
も
、
チ

ョ
ウ
の
飼
育
に
参

加
で
き
る
コ
ー
ナ

I
や
、
カ
ブ
ト
ム
シ
、
バ
ッ
ク
な
ど
、

季
節
の
昆
虫
と
ふ
れ
あ
え
る
コ
ー
ナ

ー
、
カ
ン
ム
リ
ヅ
ル
や
カ
ン
ガ
ル
ー
に

そ
っ
く
り
な
ワ
ラ
ビ
ー
と
ふ
れ
あ
え
る

放
鳥
園
な
ど
、見
ど
こ
ろ
は
い
っ
ぱ
い
。

子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
だ
れ
も
が
楽
し

め
る
展
示
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
料
室
と
し
て
図
書
コ
ー
ナ

ー
や
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
も
併
設
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
宿
題
な
ど
の
自
由
研

究
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

自
然
を
知
り
、
自
然
と
語
り
、
自
然

と
遊
び
、
自
然
と
親
し
む
―
―
。
今
度

の
休
日
は
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

〝生
物

園〟
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ

と
い
つ
も
と
違
う
「
対
話
」
を
体
験
で

き
る
は
ず
で
す
。

利 用 案 内
■ 開園時間　午前9時30分～午後5時( 11月～3月は午後4時30分まで)
■ 休 園 日　 月曜日( 祝日 の楊合は翌日) 、年末年 始

■ 入 園 料　 大人300 円、子供( 小 ・中学生) 150 円
小学生未満無料　 ※ 団体割引あり

■ 交通　都バス北干住駅～足立清掃工場間( 竹の
塚経由) 保木間一丁目下車徒歩5分。
または、東武バス竹の塚駅東口～花畑団
地間　保木間仲通り下車 徒歩5 分。

■ 問合せ先　生物園　( 3884) 5577

生 物 園案内 図( 保木間2- 17- 1)

1
0月
2
・
3
日
は
無
料
開
放

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
1
0
月
2

・
3

日
の
2

日
間
を
無
料
閧
放
し
ま

す

。

利
用
時
間
=
2
日
・
・
・
午
後
1
時
～
5

時
/
3
日
・
:
午
前
9
時
3
0分
～
午
後
5

時
※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

同時開 催

「
み
ど
り
の
ま
つ
り

」と

「
第
4
回
足
立
区
野
外
彫
刻
展
」

「
生
物
園
」の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
あ

わ
せ

、
「
み
ど
り
の
ま
つ
り

」と

「
第
4

回
足
立
区
野
外
彫
刻
展
」
を

、
次

の
と
お
り
閧
催
し
ま
す

。

□
み
ど
り
の
ま
つ
り

日
時
=
1
0
月
2

・
3
日

、
午
前
1
0
時

～
午
後
4
時
(
2

日
は
正
午
か
ら
)

内
容
=
グ
リ
ー
ン

バ
ザ
ー
ル
(
苗
木

・
花
鉢
・
園
芸
用

貝
等
の
販
売
)
/
グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー

ル
(
緑
に
関
す
る
相
談
、
樹
木
の
手

入
れ
指
導
等
)
/
み
ど
り
の
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
/
親
子
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

(当
日
募
集
。
各
日
と
も
先
善
1
5グ

ル
ー
プ
)
/
野
菜
の
即
売
(
足
立
区

農
業
生
色
者
ク
ラ
ブ
が
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
の
野
菜
を
低
価
格
で
販
売
)
/
緑

の
交
換
会
(
草
花
ま
た
は
低
木
で
、

手
で
持
ち
壥
び
可
能
な
も
の
を
、
区

民
の
皆
さ
ん
同
士
で
交
換
。
希
望
の

方
は
、当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
)
/
腐

葉
土
の
無
料
配
布
(
限
定
3
千
袋
)

問
先
=
千
住
木
庁
舎
・
緑
化
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹
、

水
と
緑
の
公
社

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

□
第
4
回
足
立
区
野
外
彫
刻
展

開
催
期
間
=
1
0
月
2
日
～
3
1
日
時

間
=
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
(
2
日

は
午
後
1
時
か
ら
)

内
容
=
オ
ー

プ
ニ
ン
グ

ーセ
レ
モ
ニ
ー
/
第
4
回

足
立
区
野
外
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
入
貢

・
入
選
作
品
の
展
示
/
区
民
参
加
の

手
作
り
教
室

入
選
作
品
=
「
い
つ

く
し
み
」(宮
沢
清
日
子
氏
)
/
「
風

サ
エ

吹
キ
ス
ギ

ル

」(
中
山
敬
章

氏
)
/「F
R
I
E
N
D
S

」(大
道
寺

光
弘
氏
)
/
「
水

の
大
地

」(
児
玉
士
洋
氏
)
/

「
明
日

へ

」(高
崎
哲
氏
)
/

「
木
精
の
響
き
」

(ハ
ッ
木
の
ぶ
氏
)
　
　
問
先
=

ま
ち

づ
く
り
公
社

(
3
8
7
0
)
3
7
3
0

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=
元
溯
江
公
園

葦
立
ち

秋
の
気
配
が
、
深
ま
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
夏
の
異
常
気
象
に
よ

る
農
作
物
へ
の
影
響
が
深
刻
で
す

が
、
実
り
の
秋
、
何
と
か
好
天
の

続
く
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
。
区
制
6
0周

年
記
念
事
業
と
し
て
整
備
を
す
す

め
て
い
た
伊
興
遺
跡
公
園
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

昭
和
4
9年
、
区
は
、
遺
跡
公
園

に
す
る
予
定
で
こ
の
土
地
を
購
入

し
た
の
で
す
が
、
当
時
は
、
学
校

建
設
な
ど
基
盤
整
備
に
追
わ
れ
て

い
た
た
め
、
平
成
元
年
に
発
堀
調

査
に
と
り
か
か
り
、
こ
の
た
び
完

成
の
運
び
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
が

古
墳
時
代
の
東
西
文
化
交
流
の
結

節
点
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
察
さ
れ
る
由
。
営
々
と
し
て
足

立
の
地
を
築
い
て
き
た
人
々
へ
の

想
い
が
広
が
り
ま
す
。
発
堀
の
体

験
を
し
た
区
民
の
方
は
「
土
の
中

か
ら
土
器
の
破
片
を
見
つ
け
た

時
、こ
の
大
地
が
千
数
百
年
も
続

い
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
、
足
立

区
が
と
て
も
身
近
か
に
な
っ
た
」

と
誂
っ
て
い
ま
す
。

公
園
の
展
示
棟
に
は
古
墳
時
代

の
人
々
の
知
恵
や
暮
ら
し
を
示
す

展
示
も
あ
り
、
そ
の
当
時
の
「
水

辺
の
ま
ち

あ
だ
ち
」
の
様
子
を

復
元
し
て
い
ま
す
。
郷
土
博
物
館

が
、
足
立
の
歴
史
を
総
会
的
に
案

内
す
る
場
と
す
る
な
ら
、こ
こ
は
、

一
時
代
の
足
立
を
感
じ
る
場
と
い

え
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
で
か
け
く
だ

さ
い
。

区
長
　古
性
直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・5 日 ・15 日 ・25 日 発行
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あ な たの
プ ラ イ バシ ーを 守り ま す

総合的 な個人情報
保護制度の提言が
出 さ れ ま し た

平成6 年度に
制度化の予定

区では、住民票、税金、福祉など、皆
さんの日常生活に身近な仕事をしていま
す。これらの仕事を進めるためには 、区
では個人にかかわる情報が必要となりま
す。近年、皆さんのプライバシーの意識
が高まり、自分のどういう情報を区が持
っていて、どういう仕事に使っているの
か、また、自分に関 する誤った情報は訂
正したい、と考える 方が多く なってきま
した。しかし、現在の情報公開制度では、

個人の惰報はたとえ本人にでも公開でき
ないきまりになっています。
そこで、区では皆さんのプライバシー
の権利を保護 するにはどう したらよい
か、「足立区個人情報保護制度懇話会 」に
対し検討をお願いしてきました( 表1) 。
その結果まとまった提言についてお知ら
せします。

足立区個人情報保護制度懇話会メンバー

会 長　　加藤芳太郎
副会長　　金子正史・恒川惠市
区議会議員　6 人　　　　学識経験者　5人
区 内 各 種 団
体 代 表 等 5 人 区民　　　　4人

不
思
議
に
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か

知
ら
な
い
会
社
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
た
り
、
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
り
し
て
、
不
思
議
に
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ひ
ょ
っ
と

す
る
と
、こ
の
疇
報
は
あ
な
た
自
身
が

提
供
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
、
何
気
な
く
住
所

や
氏
名
、
家
族
構
成
な
ど
を
書
い
て
い

ま
せ
ん
か
。
ク
イ
ズ
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

応
募
(
ガ
キ
に
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
の
ほ
か
、『
な
ぜ
こ
こ
ま
で
く
わ
し

い
個
人
情
報
が
必
要
な
の
か
な
』
と
感

じ
る
こ
と
ま
で
書
い
て
出
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
学
校
や
動
務
先
な
ど
の
団
体
名

簿
等
を
無
造
作
に
捨
て
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
こ
れ
ら
の
行
為
と
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
や
電
話
セ
ー
ル
ス
な
ど
は

無
関
係
で
は
な
い
の
で
す
。

□
自
己
情
報
を
守
り
ま
し
ょ
う

今
日
、
様
々
な
名
簿
が
売
り
買
い
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
知
ら
な
い
と

こ
ろ
で
、
あ
な
た
の
個
人
哺
報
が
集
め

ら
れ
、
加
工
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
民
問
に
出
回
っ
て
い
る
こ
れ

ら
の
情
報
を
規
制
す
る
決
定
的
な
方
法

は
、
残
念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま

せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
、
個
人
情
報
の

大
切
さ
を
自
覚
し
て
、
住
所
や
氏
名
を

求
め
ら
れ
た
と
き
。
な
ぜ
こ
の
情
報
が

必
要
な
の
か
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
こ
こ
か
ら
、
あ
な
た
の
個
人

情
報
を
守
る
一
歩
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の

で
す
。

個 人・情報 俣 護制 度 の 提 言
に つ い て の 問 い 合 わ せ は

千 住 本 庁 舎 ・情 報 公 開 課

( 3882) 1111 ㈹
中央本町庁舎・情報公開課分室

( 3880) 5001～2

提

言

の

内

容

□
手
書
き
の
情
報
も
対
象
に

区
は
そ
の
仕
事
の
性
質
上
、
大
量
の

個
人
情
報
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
も
、
電
子
計
算
機
で
処
理
さ
れ
た

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
条
例
を
定
め

て
保
護
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
提
言
は
、

手
嶝
き
(
申
請
肅
等
)
の
個
人
情
報
も
保

護
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

□
個
人
情
報
は
本
人
か
ら

こ
れ
か
ら
始
め
る
仕
事
に
つ
い
て

は
、
個
人
情
報
は
原
則
と
し
て
本
人
か

ら
直
接
、
次
の
よ
う
に
集
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
①
使
用
の
目
的
を
明
ら

か
に
す
る
　
②
必
要
な
最
小
限
の
情
報

の
み
　
③
適
法
、
公
正
に
、
で
す
。
例

え
ば
、現
在
す
で
に
、「
生
き
が
い
奨
励

金
」
を
支
給
す
る
場
合
に
は
、
本
人
の

承
諾
に
基
づ
い
て
課
税
情
報
を
調
べ
て

い
ま
す
が
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
方
法

を
徹
底
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
①
～
③
の
条
件
を
満
た
し
て

も
、
思
想
、
信
条
等
に
か
か
わ
る
個
人

情
報
や
、
社
会
的
な
差
別
の
原
因
と
な

る
よ
う
な
個
人
情
報
は
、
原
則
と
し
て

集
め
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

□
登
録
簿
に
登
録
し
ま
す

個
人
情
報
を
扱
う
区
の
業
務
は
、
す

で
に
行
っ
て
い
る
も
の
も
、
こ
れ
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
も
、登
録
簿
に
登

録
し
、区
民
の
皆
さ
ん
が
自
由
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、と
提
言
し
て

い
ま
す
。登
録
簿
に
は
、▽
業
務
の
内

容
　
▽
ど
う
い
う
人
の
個
人
膊
報
を
集

め
て
い
る
の
か
　
▽
集
め
て
い
る
個
人

情
報
の
項
目
　
▽
集
め
た
哢
報
を
ど
の

よ
う
に
利
用
す
る
か
　
▽
登
録
簿
に
は

項
目
だ
け
を
記
載
し
、個
人
の
住
所
、

氏
名
な
ど
個
人
を
特
定
で
き
る
も
の
は

載
せ
な
い
こ
と
、な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

□
自
分
の
情
報
は
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
わ
が
身
に
闃
す
る
情
報
を
自
分
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、
次
の
よ
う

に
提
言
し
て
い
ま
す
。
▽
自
分
の
個
人

情
報
を
見
せ
る
よ
う
請
求
で
き
る
こ
と

▽
自
分
の
目
で
確
認
し
て
内
容
に
誤

り
が
あ
れ
ば
、
訂
正
や
削
除
の
請
求
が

で
き
る
こ
と
　
▽
訂
正
請
求
等
に
対
す

る
区
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、

審
査
会
(
(表
2
)
に
不
服
申
し
立
て
が

で
き
る
こ
と
、な
ど
で
す
。ま
た
区
に
、

審
査
会
の
意
見
を
尊
重
す
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。

□
審
議
会
が
区
を
監
視

審
議
会
(
表
2
)
に
次
の
よ
う
な
と

き
、意
見
を
闃
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▽
本
人
以
外
か
ら
個
人
情
報
を
集
め
る

と
き
　
▽
思
想
、
信
条
等
の
個
人
情
報

を
集
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
き
　
▽

集
め
た
個
人
情
報
を
区
の
別
の
業
務
に

利
用
す
る
と
き
　
▽
区
で
集
め
た
個
人

情
報
を
、
区
以
外
の
機
関
(
国
や
都
な

ど
の
地
方
公
共
団
体
)
に
提
供
す
る
と

き
　
▽
事
業
を
委
託
す
る
た
め
個
人
情

報
を
民
間
業
者
に
提
供
す
る
と
き
　
▽

個
人
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
す

る
と
き
。こ
の
ほ
か
、個
人
情
報
保
護

に
関
す
る
重
要
な
事
柄
に
つ
い
て
、審

議
会
は
、区
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

□
広
く
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
ま
す

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
審
議
会
に

は
か
る
前
に
広
報
紙
な
ど
で
知
ら
せ
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
く
機
会
を

設
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。▽
集
め

た
個
人
情
報
を
当
初
の
目
的
以
外
の
区

の
業
務
で
利
用
す
る
必
要
が
生
じ
た
と

き
　
▽
区
以
外
の
機
関
に
提
供
す
る
と

き
で
す
。

□
悪
質
な
民
間
事
業
者
を
指
導
・
勧
告

区
は
、個
人
情
報
を
利
用
し
て
区
民

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
て
い
る
悪

質
な
事
業
者
を
指
導
・
勧
告
す
る
こ

と
、
ま
た
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
事
業
者

を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

□
情
報
公
開
制
度
と
の
関
係

現
在
、
区
の
持
っ
て
い
る
情
報
を
知

り
た
い
と
き
は
情
報
公
開
制
度
を
利
用

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
個
人
情
報
は
こ

の
制
度
で
は
公
開

す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で

、
た
と

え
自
分
の
個
人
情

報
で
も
、
公
開
さ

れ
ま

せ
ん
で

し

た

。
こ
の
提
言
で

は

、本
人
だ
け
は
、

自
分
の
情
報
を
見

る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
し
て
い
ま

す

。

表1　 提言までの経過
平成4 年12 月「足立区個人
情報保護制度懇話 会」設 置

↓

広い視野から 足立 区にふさわ
し い「総合 的な 個人 情報保護

制 度」を確立するため検討

↓

平成5 年7 月 足立区個人情 報
保護制度懇話会の< 提言> を区
長に提出

表2

区では、この提言を尊重しながら、平成6 年

の春には「個人情報保護制度」を

スタ ートできるよう準備を進めていきます。

1
0月
か
ら
袋
で

ご
み
を
出
す
方
法
が
変
わ
り
ま
す

□
ご
み
を
容
器
で
出
す
原
則
は
こ
れ
ま

で
通
り
で
す
。

□
共
働
き
、
単
身
世
帯
な
ど
で
、
ご
み

を
容
器
で
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、1
0月
か
ら
、「
可
燃
ご
み
」は
中
身

が
わ
か
る
程
度
の
透
明
度
が
あ
り
、
焼

却
に
適
し
た
「
東
京
都
推
奨
の
半
透
明

ポ
リ
袋
(
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
)
」で
出
し

て
く
だ
さ
い
。こ
の
新
し
い
袋
は
9
月

下
旬
に
は
最
寄
り
の
家
庭
用
品
を
扱
う

店
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

「
分
別
ご
み
」
は
、
中
身
が
は
っ
き

り
わ
か
る
透
明
度
の
高
い
袋
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

□
ル
ー
ル
違
反
の
場
合
は
、
収
集
し
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
中
身
が
見
え
な
い
紙
袋

や
、
黒
い
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
な
ど
は
収

集
し
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
先
=
足
立
柬
清
掃
事
務
所

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

掲
示
板

□
「
足
立
市
場
感
謝
ま
つ
り
」1
0
月
2

日
王
)
、午
後
1
時
3
0分
/
足
立
市
場

宇
住
怫
尸
町
5
0番
地
、
千
庄
大
橋
駅

下
車
徒
歩
2
分
)
/
ま
ぐ
ろ
解
体
実
演

と
即
売
、
模
擬
店
・
バ
ザ
ー
、
抽
選
に

よ
り
粗
品
進
呈
/
咀
立
市
場
業
務
係

(
3
8
8
2
)
4
3
0
1

□
東
京
都
収
入
証
紙
旧
券
の
使
用
期
限

東
京
都
収
入
証
紙
は
、
平
成
4
年
m一

月
1
日
か
ら
図
柄
が
新
宿
新
庁
舎
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。
旧
券
は
本
年
9
月
3
0

日
ま
で
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
お
手

持
ち
の
旧
券
は
1
0月
1
日
か
ら
平
成
6

年
3
月
3
1日
ま
で
に
新
収
入
証
紙
と
交

換
し
て
く
だ
さ
い
/
足
立
都
税
事
務
所

(
3
8
8
2
)
2
1
1

□
1
0月
1
日
か
ら
公
図
の
閲
覧
に
は
手

数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す

手
数
料
は
1

枚
朷
円
で
す
。
登
記
印
紙
で
納
め
て

く
だ
さ
い
/
東
京
法
務
局

(
3
2
1
4
)
6
2
3
1

□
公
証
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
1
0
月

1
日
～
7
日
は
「公
証
週
間
」で
す
。

あ
な
た
の
権
利
や
財
産
を
守
る
た
め
の

契
約
や
遺
言
な
ど
、
最
寄
り
の
公
証
役

場
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
/
啝

京
法
務
局
東
京
公
証
人
会

(
3
5
0
2
)
8
0
5
0

ひ
ろ

ば

※
先
着
順
で
、1
団
体
1

事
業
、3
カ
月
間
再

掲
載
不
可
。

投
稿
・
問
先
=
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
女
性
合
唱
団
「
葦
」一
日
体
験
教
室
　
1
0

月
5
日
(
火
)
、午
前
1
0時
～
正
午
/

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
/
だ
れ
も
い
な
い

海
ほ
か
/
鈴
木

(
3
6
2
9
)
2
9
5
6

=
募

集
=

☆
煎
茶
の
集
ま
り

毎
月
　第
4
水
曜

日
、
午
後
1
時
/
月
額
2
千
5
0
0円/
井

上
　
(
3
8
8
6
)
5
7
3
3

☆
話
し
方
サ
ー
ク
ル
(
親
話
会
)

毎

週
水
曜
日
、
午
後
6
時
3
0分
/
舎
人
セ

ン
タ
ー
/
月
額
千
円
/
水
島

(
3
8
9
7
)
6
8
4
1

☆
水
墨
画
中
級
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導

奉
仕
協
力
員
　
月
I
回
第
3
金
曜
日
、

午
後
1
時
～
4
時
/
入
会
金
千
円
、
月

額
2
千
円
/
平
野
庄
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

槙
島
　
(
3
8
5
0
)
2
7
2
7

◎ 地価税の申告は10月1日～11月1日までです。忘れずに　<足立税務署・西新井税務署>
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ス
ポ
ー
ツ
で
が
ん
ば
っ
た

あ
だ
ち
の
中
学
生

夏の

アルバ
ム

走る 、 飛 ぶ、
投 げる 、

泳 ぐ … 。
こ と し の

夏 、 各 大会 で
そ の持

て る 力 を 出し
切 っ た

君 た ち 。その
活躍 は き っと 、

こころの
アル

バ厶
の 大切 な

1 ページ と なって いつ
までも残る

こ とで し ょう。

おめで とう
!

( 敬称は略
させて

い た だきまし
た)

柔 道/ 全国大会出場
第三中・中村裕次郎

息
が
止
ま
る
か
と
思
う

ぐ
ら
い
厳
し
い
稽
古
(
け
い

こ
)
で
つ
ら
か
っ
た
け
れ
ど
、
柔

道
を
や
っ
て
き
て
良
か
っ
た
、

と
思
い
ま
す

。

柔道/ 全国大会出場
第十四中・夛田幸代

原郁久恵

(得意技は?) 夛田 「背
負い落としです」。原 「私
はしめ技です」

野球/ 関東大会出場
< 第十四中> 野口順平・平柳裕己・
新井永鎮・荒井直人・田村宗史・森
和彦・船田武彦・三浦 剛・竹之内
優一・小宮佑介・青木貴良・長谷川
紀彦・藤野 久・松浦　武・前田達
哉・阪口健士・村上　武・佐藤清孝

練
習
は
短
時
間
で
集
中
し
て
や
っ

て
い
ま
す
。
都
大
会
で
は
、
初
優
勝

を
勝
ち
取
り
ま
し
た

。

陸
上
/
全
国
大
会
出
場

<
第
十
六
中
>
岩
本
　
画

東 京 都
総合体

育 大会
・

三種競技
B で優勝

し 、全

国 大 会
出場

を 決 め
た と

きはう
れ

し か
っ た。

陸
上
/
全
国
大
会
出
場

<
東
綾
瀬
中
>
山
本
憲
男
・
村
田
浩

一
・
渡
真
利
　
卓
・
吉
岡
正
人
・
佐

藤
健
志
・
林
　
寛

(陸
上
を
や
っ
て
)
精
神
力

が
強
く
な
り
ま
し
た
。
大
会
出
場

を
一
番
喜
ん
で
く
れ
た
の
は
、

や
っ
ぱ
り
両
親
で
す
。

体
操
/
全
国
大
会
出
場

<
第
十
四
中
>
小
林
仁
美

平
均
台
の
降
り
で
「
抱

え
込
み
ダ
ブ
ル
」
が
決
ま
っ
た

瞬
間
、
や
っ
た
ァ
と
思
い

ま
し
た

。

水
泳
/
全
国
大
会
出
場

<
渕
江
中
>
佐
々
木
明
香

これからも自分をもっと磨
いて、大きな大会にたくさん
参加したいと思っています。

水 泳/ 全国大会出場
< 第十四中> 篠宮寛子・亀山
小百合・宮内沙樹・片岡律子
・荒井夕紀映・森　友美・荒
井奈緒子

後輩のみなさん、これ
からも十四中水泳部の伝統
を守っていってください。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
/

全
国
大
会
出
場

<
第
四
中
チ
ー
ム
>
上
野
貞
治
・

岩
下
忠
正
・
池
末
佳
将
・
熊
谷
吉

晃
・
臼
田
　
準
・
豊
田
和
弘
・
松

本
武
也
・
増
子
啓
介
・
加
藤
　
航
・

福
田
亘
佑
・
武
田
剛
也
・
大
貫
勝

80cmのジ ャンプ力を生かした
攻撃。昨年の成績( 第3 位) を上
回る準優勝を勝ち取り ました。

東
京
ゆ
う
あ
い

ピ
ッ
ク
/
出
場

<
第
六
中
>
小
早
川
真
・
染
川
美
樹
・

伊
藤
喜
由
貴
・
小
野
綾
子
・
田
中
友
子

暑
い
時
の
練
習
は
き
つ
か
った
け

ど
、
が
ん
ば
っ
て
賞
を
も
ら
え
て
、

自
信
が
つ
き
ま
し
た

。

野球/ 関東大会出場< 花畑中> 徳永純一・青木伸吉・宮内裕介・
吉田俊平・黒沢陽介・佐藤正憲・松田　明・
鈴木紀誉重・岸本晋一・横谷武人・芳賀裕介
・菅原卓弘・椿　孝政・天野義久・岩城　裕
・玉野孝雄・大炊御門憲輝・梅木　剛

野
球
の
技
だ
け
で
な
く
、

礼
儀
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
自
分

た
ち
に
大
切
な
こ
と
も
学

べ
ま
し
た

。

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
が

実
を
結
び
ま
し
た

こ
の
夏
、
ス
ポ
ー
ツ
で
が
ん
ば
っ
た
中
学
生
は
大
勢
い

ま
す
が
、
今
回
は
紙
面
の
都
合
で
、
関
東
大
会
に
出
場

し
た
方
と
、
都
大
会
で
3
位
以
上
の
成
績
を
収
め
た
み
な

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

□
サ
ッ
カ
ー

ハ
都
大
会
▽
(
第
十
中
)
石

井
義
人
・
為
永
善
信
・
守
屋
昭
雄
・
阿
部
康

明
・
吉
田
武
史
・
六
笠
清
孝
・
小
松
崎
利
幸

・
森

貴
史
・
日
比
谷
晋
平
・
比
企
信
雄
・

岩
崎
英
明
・
根
本

岳
・
山
口
雄
二
・
北
原

健
策
・
諏
訪
広
幸
・
小
林
修
丁

阿
部
芳
明

・
星
和
人
・
山
崎
克
偉
・
小
堀
隆
良

□
柔
道

Λ
関
東
大
会
▽
照
井
宏
尚
・
佐
藤

一
夫
・
斉
藤
重
人
・
荒
川
智
哉
こ
咼
橋
和
樹

・
望
月
大
輔
(
以
上
第
三
中
)
・
木
造
美
香

(竹
の
塚
中
)
/
Λ
都
大
会
▽
亀
井
雄
介
・

石
山
康
之
・
入
澤
友
治
・
谷
古
宇
祐
介
・
斉

藤
勝
也
・
斎
藤
真
一
郎
・
伊

藤
幸
博
(
以
上
第
十
四
中
)

・
齊
藤
知
子
(
竹
の
塚
中
)

□
陸
上

Λ
関
東
大
会
▽
比

護
浩
子
(
蒲
原
中
)
/
八
都

大
会
▽
梅
津
真
理
子
・
浜
村

圭
助
(
以
上
花
保
中
)

□
体
操

Λ
関
東
大
会
▽
国

井
将
孝
・
池
上
幸
司
・
倉
石

俊
吾
・
沢
田
義
則
(
以
上
第
七
中
)
・
鴇
田

哲
志
(
花
保
中
)
・
梶
本
裕
司
(
溯
江
中
)

□
水
泳

Λ
関
東
大
会
▽
荒
堀
智
史
・
天
木

裕
次
郎
・
釜

弘
・
臑
田
直
樹
・
阿
部
佳
奈

(以
上
第
十
四
中
)

□
剣
道

Λ
関
東
大
会
▽
大
垣
尚
之
・
北
沢

英
丁

寺
田
正
徳
・
野
澤

力
・
北
沢
将
幸

・
阿
由
葉
洋
平
・
福
島
蔵
人
陽
明
(
以
上
第

四
中
)
・
山
田
恭
子
・
田
中
美
穂
・
畔
上
香

織
・
板
橋
真
紀
乃
・
稲
本
府
子
・
粕
谷
愛
美

・
湯
原
奈
美
(
以
上
第
十
四
中
)

◎ と き めき　 ゆとり　 水辺のまち　足 立
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1 0/ 9
(土

)

～ 10

( 日 )

あ だちまつり
A

-
F

e s
t a

' 9
3

A- Fest a は、〝あだち〟のA と、イタリア語で〝まつり〟を意味するFest a

を組み合わせた、新しい「あだちまつり」の名称です。〝あだっちボー
ル〟をはじめとした各種の 参加型イベントや、リバーサイド バザー、フリー

マーケット 、ステージでのアト ラクションなど、見て 、参加して、楽しむ、

あだちまつり 「A- Fest a' 93 」。参加する皆さ んが主役です。

A- Fest a' 93 の概要
( 内 容は一部変更もあります)

チャップンの大冒険 ～夢をかなえる7個のスタンプ～

河川 敷 の 会場 内 に設 け ら れた チェ ッ ク ポイ ント を巡 り､ スタ ンプ を 集 め､ 遊 び を覚 え な がら 会 場を 回 る､ 楽

し いレ ー スで す。 ど こ から で も スタ ート で き ま す( チ ャ ップ ン 賞 は シン ガ ポー ル 旅 行を ペア で 招 待) 。

虹の広場( 荒川河川敷) 北千住駅前広場( 西口)

○ 催しはg ・ 更もあります｡詳細は、

当日会場でお配りするプログラムを
ご覧ください。

○ 雨天の場合は。催しの一一部を中止す
ることがあります。

○ 駐卑場がありませんので、自動車で
の来場はご遠慮ください。

問先 = 足立区民まつり委員会事務局
(中央本町庁舎・地域振興課)
3880- 5173

交通規制のご案内
( ■ 交 通 規 制 歩 行 者 天 国)

日 時 10月9日は}、午前9畤30分～11時30分

道 路 駅 前 通 り( 片 側) 、 サ ン○ - ド 通り

若い、足立の仲間の
参加をお待ちして

い ます
あ だち まつ り
実行 本部委員長

大河内　渉 さ
ん

昨
年
の
「
ま
つ
り
・
あ
だ
ち
6
0
」は
、

区
制
6
0
周
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
く
、
大

勢
の
区
民
の
方
が
参
加
し
て
、
大
成
功

の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
名
称
も
新
た
に
「
A
I
F
I

羽
」と
し
て
、
2
1世
紀
へ
向
け
た

新
し
い
ま
つ

り
を
模
索
し
た
イ
ベ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
、
こ
れ
ま
で
の

ま
つ
り
よ
り
若
い
世
代
を
拏
足
し
た
も

の
を
そ
ろ
え
て
み
ま
し
た
。

枕
(

ま
く
ら
)
投
げ
か
ら
ヒ
ン
ト
を

琳
た
「
あ
だ
っ
ち
ポ
ー
ル

」
や
、
ス
タ

ン
プ
レ
ー
ス
「
チ
ャ
ツ
プ
ン
の
大
冒
険

・
夢
を
か
な
え
る
7

個
の
ス
タ
ン
プ
」

な
ど
も
、
会
場
に
お
越
し
に
な
っ
た
皆

さ
ん
に
、
や
っ
て
も
ら
い

。
穆
加
し
て

も
ら
'お
う
と
企
固
し
た
も
の
で
瓦

興
行
委
鯒
一
同
、
楽
し
く
、
夢
の
あ

る
ま
つ
り
に
し
よ
う
と
ガ
ン
バ
ッ
テ
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ゐ
ド
キ
ド
キ
ジ
ャ

ン
プ
″
を
体
験
し
に
、
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
欒
y
。

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
・
イ
ベ
ン
ト

ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
;

あ
だ
ち
ま
つ
り

‘
の
会
場

で

右
表
の
と
お
り
「
あ
だ
ち
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア

」
を
開
催
し
ま
す
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課

霓
3
8
8
0
)
5
2
0
6

リサイクルフェア・イベントのご案内
大空に夢が広がります

会場で大凧あげを行う
日本の凧の会足立 支部

武 田 守 弘 さ
ん

「
あ
だ
ち
ま
つ
り
」
に
は
、
4
回
目

の
参
加
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
、
大
凧

あ
げ
(
六
角
凧
)
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
た
ち
に
凧
あ
げ
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
地
元
の
小
学
生
に
作
っ
て
も
ら

っ
た
、
高
さ
2

″
ぐ
ら
い
の
中
型
の
凧

を
用
意
し
ま
し
た
。

中
型
と
い
っ
て
も
、
一
人
で
あ
げ
る

こ
と
紹
で

き
ま
せ
A

。
轡
人
応
蔔
亢
と

体
力
が
必
要
。
み
ん
な
で
苦
労
し
て
あ

げ
る
か
ら
こ
そ
、
大
空
に
舞
い
あ
が
っ

た
と
き
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で

す
。

当
日
は
1
5
基
の
凧
を
用
意
し
て
、
凧

を
落
と
し
合
う
競
技
「
六
角
パ
ド
ル
」

も
行
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
い

い
し
、
な
に
し
ろ

楽
し
い
。
小
学
生
の

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
挑
戦
し
て
み
て
く
だ

さ
い

。

後列左から4 人目が武田さん

10月10日( 体育の日) あ
だ
ち
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
93

1
0
月
1
0
日
の
体
育
の
日
に
、
左
表
の

i
会
場
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
が

体
験
で
き
ま
す
。参
加
費
は
無
料
。ご

家
族
や
気
の
合
つ
た
仲
間
と
、お
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
景
品
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
も
行
い
奪
y
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
体
育
課

霓
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

歩
け
歩
け
大
会

「
運
動
は
チ

ョ
ッ
ト
・・・
」
と
い
う
あ

な
た

秋
風
の
気
持
ち
良
さ
を
味
わ
う

チ
ャ
ン
ス
で
す

。
楽
し
く
気
軽
に

歩
き

ま
し
ょ
う

。

日
時
-
1
0月
1
0
日
(
祝
)
、

午
前
9
時
5
9

時
2
0分
受
付

、
午
前
9

時
3
0分
ス
タ
ー
ト
(

小
雨
決
行
)

集

合
=
荒
川
河
川

敷
・
千
住
新
橋
緑
地

「
虹
の
ぶ
場
J

コ

ー
ス

=
缸
の
広
場

↓
千
住
新
橋
!
河
川
敷
内
1

西
新
井
僑

↓
補
助
濶
号
線
よ
栗
原
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

↓
栗
六
公
園
↓
竹
ノ
塚
駅
前
通
り
↓
元

渕
江
公
甲
・・
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

(
約
1
0
㎞
)

申
込
―
当
日
直
接
会
場

(
虹
の
広
場
)

へ

参
加
費
=
無
料

※
参
加
者
全
員
に
サ
ン
バ
イ
ザ
ー
、
完

歩
し
た

方
に
は
記
念
バ
ッ
ジ
を
差
い

こ

げ
ま
す
。
弁
当
・

水
筒
は
各
自
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
。
ゴ
ー
ル
の

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
は

、
多

数
の
襖
擬
盾
が
出

店
し
ま
す

問
先

1
千
庄
本
庁
舎
・

体
育
課

(
3
8
8
2
T

I
I
I

㈹

あ だちスポーツフェスティ バル93 内容一覧

● 総合スポーツセンター

( 屋外) 9: l }ヽりO:α ) ズ ーフニン グ､吹奏楽団・和太黻

10: ( X)ヽ 12: I RK リ フティ ング､ホ ームラン､スピ ードガン にチ ャレ ンジ

10: ( X)心16: CX) 親子マラソン､ 的あて､5 び つこ大 相撲､体刀 颱足､ラ ジオ 体操。

演 技発表､摸擬 店コー ナー

12:α I S α ) フ ォークダン ス

12: 3( 16: ( X) ゲ ート ゴルフ､ ボウリン グ

13: ( X) ～15: { X3ゲートポーj レゲーム

13: ( X16: ( X) ベ ーゴマ､的当 て､竹亂 略投げ

( 屋内) 10: ( X)ヽ 13: ( X) タ マリ ンビッ ク(ゲ ー匐､ 一輪 車の体験

10: ( Xyヽ 13: ( X) 鉋遭､柔道にチ ャレ ン ジ

10: { X16: l } 弓 遭､トレ ーニ バ､ エアロビ ク ス､ビームラ イフルにチ ャレンジ

礎 康チェッ ク､相談コ ーナー

12収} ～16加卓球ゲームコーナー､マシンにチャレンジ

13: ( X) ～16: α ) スーパードッジポール､トランポリンなぎなた､り淋寺拳法体験

● 中央本町センター
( 屋内) 怜{ X12匐三韓輿レース､スポーツチャンバラ

10収} ～12: 30鉋遭､空手にチャレンジ

12収14 匐 ミ ニポウリン グ

1230～16匐ラージポーJ レピンボン

13: ( Xyヽ 16:α ) サロ ンサッ カー ミ コ1 スヶ

14: ( X16: ( X) 三 韓車レー ス､スポー ツチャン バラ

● 江北センター
( 屋内) 10: a13収} ピーチポ司しバレー､バドミントン､トランポリン

13: ( x) ～16: 〔x〕ソフトポ祠しバレー､ミニペースポール

● 鹿浜センター
( 屋内) 10: ( X) ～10: 20ストレッチ( 舉髑体操)

10: 20～12: 40ドッジポール､バレーポール､ミニペースポール体験

12: 40～16: l ) ラージボールビンポン､パターゴルフ

● スイムスポーツセンター
( プ ー ル)

10: CX} ～11: 30､12: 3( H4: { XX143～16: ( X) の3回( 入醫匍

水中ゲ ームコ ーナー､アド バイスコ ース､幼児対 象のミ ー亰 亶教靈

( 屋内) 10: O( 11: l ) エ アロ ビク スにチャレ ンジ

10: CX13 加 トラ ンポリン､トレ ーニン グ体 験

13;億 祠4: 00 エ アロ ビク スにチャレ ンジ

13: O{ } ～16: 00ビーチポールバレー､トレーニング体験

● 運 動 で き る 服 装 で 参 加 し て く だ さい 。

● 屋 内( 体育 館) 会 揚 は 室 内 用 シ ュ ー ズ か 必 要 で す 。 各自 ご 持 参く だ さ い 。

※ フ ルは3 瘢以上から入場できます。なお小学3 年生以下は保盾者か
冊伴してください( 保贋者1人につき2人まで)。水着・水泳幡を驢用。

※ 駐 車 ス ペ ー ス が あ り ま せ ん の で、 車 で の 来 場 は ご 遠 慮 く だ さ い 。
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千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それ ぞれの電 話番号へ 。

募

集

訪
問
看
護
婦

対
象
=
看
護
婦
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

内
容
=
寝
た
き
り
の
方
を
訪
問
し
て
看

護
す
る
仕
事
で
す

勤
務
日
等
=
勤
務

日
・
時
間
、
報
酬
等
の
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
江

北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

保
育
園
児

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
祠
気
等
の

理
由
に
よ
り
乳
幼
児
の
保
育
が
で
き
な

い
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で
は
随

時
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
年
齢
に
よ

っ
て
は
空
き
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
問
先
=
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

表1　 福祉事務所一覧

新
築
都
営
住
宅

入

居

者

(
一
般
世
帯
向
)

募
集
戸
数
=
第
1
種
…
5
0
6
戸
/
第
2
棟

瓦
尸
募
集
・
申
込
用
紙
配
付
期
間
=

1
0
月
1
日
～
8
日
申
込
用
紙
(
申
込

の
し
お
り
)
配
付
場
所
=
千
住
本
庁
舎

・
住
宅
係
、
各
区
民
事
務
所
、
ま
ち
づ

く
り
公
社

※
申
込
資
格
な
ど
く
わ
し

く
は
、「
申
込
の
し
お
り
」を
ご
覧
く
だ

さ
い

問
先
=
千
江
本
庁
舎
・
住
宅
係

※
1
0月
下
旬
に
、
地
元
割
当
の
都
営
住

宅
(
新
築
)
と
区
営
住
宅
(
あ
き
家
)の

募
集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ご
み
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
店

「R
の
お
店
」

リ
サ
イ
ク
ル
都
市
を
目
指
す
足
立
区

で
は
、
区
民
生
活
と
関
わ
り
の
深
い
小

売
店
や
商
店
街
の
方
が
自
主
的
に
行
っ

て
い
る
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
を
、
極
め
て
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、
こ
う
し
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
売
店
等
を

「
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
「
愛

称
R
の
お
哲

」と
し
て
認
定
し
、区
民

の
皆
さ
ん
に
公
表
す
る
制
度
を
始
め
ま

し
た
。
小
売
店
や
商
店
街
の
皆
さ
ん
の

多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

対
象
=
区
内
の
小
売
店
お
よ
び

商
店
街
で
、
次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
る
お
店
…
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
ま
た
は

環
境
保
全
型
商
品
(
エ
コ
マ
ー
ク
ー
グ

リ
ー
ン
マ
ー
ク
商
品
等
)
を
積
極
的
に

販
売
し
て
い
る
お
店
/
リ
サ
イ
ク
ル
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
る
お
店
/
店
頭

で
資
源
化
物
の
引
き
取
り
を
行
っ
て
い

る
お
店
(
古
紙
類
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
空

ビ
ン
・
空
カ
ン
ー
ト
レ
イ
・
紙
バ
ッ
タ

ー
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
乾
電
池
・
中
古
自

転
車
等
)
/
使
い
捨
て
容
器
や
商
品
の

販
売
お
よ
び
使
用
を
自
粛
し
て
い
る
お

店
/
過
剰
包
装
の
自
粛
を
行
っ
て
い
る

お
店
/
買
い
物
袋
ま
た
は
か
ご
を
推
奨

し
て
い
る
お
店
/
生
産
者
と
消
費
者
を

結
ぶ
情
報
交
換
の
拠
点
と
な
っ
て
、地

域
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
支
援
し
て
い

る
お
店
等
申
込
=
直
接
窓
口
ま
た
は

電
話
期
間
=
9
月
2
7
日
～
1
0
月
2
9
日

氷
平
成
6
年
1
月
の
あ
だ
ち
広
報
ま
た

は
冊
子
で
公
表
し
ま
す

申
・
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

仕

事

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

職
親
を

探
し
て
い
ま
す

区
で
は
、
仕
事
を
通
し
て
精
神
障
害

者
の
社
会
復
帰
を
援
助
し
て
く
だ
さ
る

事
業
所
(
職
覡
)
を
探
し
て
い
ま
す
。
職

親
制
度
(
通
院
患
者
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
事
業
)
と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
で
精
神
障
害
者
を
訓
練
生
と
し
て
指

導
、
援
助
し
て
く
だ
さ
る
事
業
所
に
、

関
係
機
関
職
員
が
支
援
す
る
ほ
か
、
経

済
的
援
助
(
協
力
事
業
所
に
奨
励
金
と

し
て
1
日
2
千
円
、
訓
練
生
に
手
当
と

し
て
1
日
千
円
を
、
原
則
と
し
て
6
カ

月
、
最
長
3
年
間
支
給
)
を
行
う
制
度

で
す
。
お
電
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
職

員
が
説
明
に
う
か
が
い
ま
す
。

問
先
=

足
立
作
業
訓
練
所

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

内
職
に
適
し
た
仕

事
は
あ
り
ま
せ
ん
か

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
で
は
、
内

職
や
パ
ー
ト
の
求
人
・
求
職
の
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。事
業
主
の
方
で
、

家
庭
で
で
き
る
簡
単
な
手
仕
事
な
ど
、

内
職
に
適
し
た
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
庭
で

内
職
を
し
た
い
方
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で

働
き
た
い
方
は
、
求
人
票
を
自
由
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
条
件
に
あ
っ
た

仕
事
が
あ
れ
ば
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

(
3
8
3
8
)
3
5
8
6

年

金

1
0月
の

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
事
に
、
足
立
社
会
保

険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
1
0月
6
日
(
水
)
、午
前
1
0時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

後
期
分
の
納
付
書

を
送
付
し
ま
す

平
成
5
年
度
後
期
分
(
5
年
1
0月
1
6

年
3
月
)
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
書
を
1
0月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
毎

月
の
保
険
料
の
納
期
限
は
翌
月
末
日
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
表
紙
の
裏
に
各
月
の
領
収
証
魯
が

ま
と
め
て
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
。

切
り
離
し
た
り
破
い
た
り
せ
ず
に
金
融

機
関
等
の
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険

料
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

税

金

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

平
成
5
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
2
期
分
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
も
う
納
付
は
お
済
み
で
し

ょ
う
か
。納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、年
1
4

・
6
%
の
高
率
の
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
理
由
も
な
し
に
納
付

し
な
い
場
合
に
は
、
差
押
え
な
ど
の
処

分
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
事
情
が
あ
っ
て
納
付
が

困
難
な
場
合
に
は
、
電
話
ま
た
は
直
接

窓
口
で
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
納
税
第
一
・

二
係
　
(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

国

保

高
額
療
養
費
の
支
給

高
額
療
養
費
と
は
、
同
じ
人
が
、
同

じ
月
に
、
同
じ
病
院
等
で
診
療
を
受
け
、

支
払
っ
た
診
療
賢
が
一
定
の
金
額
(
自

己
負
担
限
度
額
)
を
超
え
た
と
き
に
、

申
請
に
よ
り
、
そ
の
超
え
た
金
額
が
あ

と
で
国
保
か
ら
払
い
戻
し
に
な
る
も
の

で
す
。
自
己
負
担
限
度
額
=
一
般
世

帯
・
:
6
万
3
千
円
/
住
民
税
非
課
税
世

帯
・
:
3
万
5
千
4
0
0
円
申
込
=
高
額
療

養
賢
に
該
当
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
診

療
月
か
ら
2
～
3
ヵ
月
後
に
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
(
申
請
書
も
同
封
)
。通

知
が
届
き
ま
し
た
ら
、
国
保
課
に
申
請

し
て
ぐ
だ
さ
い
(
郵
送
で
も
可
)

申
・

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

お
し
ら
せ

千
住
本
庁
舎
・
地
下

駐
車
場
が
休
み
ま
す

1
0月
2
・
9
日
(
土
)
は
、
庁
舎
点
検

の
た
め
、千
住
本
庁
舎
・
地
下
駐
車
場
が

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
先
=
ま
ち
づ
く
り
公
社

(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

台
風
1
1号
に
よ
る

被
災
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

床
上
浸
水
(同
等
以
上
)世
帯
に

各
種
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す

り
災
証
明
書
の
発
行

住
居
、
事
業
所
等
に
使
用
し
て
い
る

建
物
が
、
床
上
、
床
下
浸
水
の
被
害
を

受
け
た
場
合
に
発
行
し
ま
す
。

問
先

・
発
行
=
各
区
民
事
務
所

災
害
見
舞
金
等

対
象
=

居
住
し
て

い
る
家
屋
の
床
上

浸
水
世
帯
(
店
舗

、

事
業
所
を
除
く
)

問
先
=

中
央
本
町

庁
舎
・
地
域
振
興

課
　
(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

税
等
の
減
免

□
区
・
都
民
税

平
成
5
年
度
分
に
つ
い
て
、
税
の
減

免
、
猶
予
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

対
象
=
床
上
浸
水
ま
た
は
全
資

産
の
3
割
以
上
の
被
害
に
限
り
ま
す

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
課
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

中
央
本
町
庁
舎
・
納
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

□
所
得
税

確
定
申
告
等
に
よ
り
、
雑
損
控
除
に

よ
る
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
先
=
足
立
税
務
署

(
5
6
1
6
)
2
7
2
2

西
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

□
固
定
資
産
税
・
個
人
事
業
税

床
上
浸
水
以
上
の
世
帯
に
、
平
成
5

年
度
分
の
税
の
減
免
が
行
わ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
先
=
足
立
都
税
事

務
所
　
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
国
民
健
康
保
険
料

区
・
都
民
税
が
減
免
さ
れ
た
方
は
、

本
年
度
の
保
険
料
が
減
額
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
が
均
等
割
の
み
の

被
災
世
帯
に
つ
い
て
も
、
減
額
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

□
国
民
年
金
保
険
料

被
害
を
受
け
た
世
帯
の
所
得
、
損
害

の
程
度
に
よ
り
、
申
請
に
基
づ
き
国
民

年
金
保
険
料
を
免
除
し
ま
す
。
な
お
、

免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金
額
は
、
3
分

の
1
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

□
公
・
私
立
保
育
園
の
保
育
料
の
減
額

前
年
の
所
得
額
の
1
0分
の
I
を
超
え

る
被
害
を
受
け
た
方
は
、
申
請
に
よ
り

保
育
料
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
先
=
各
福
祉
事
務
所

各

種

貸

付

□
応
急
小
口
資
金

対
象
=
住
宅
や
家
財
に
被
害
を
受
け
た

世
帯
主
に
、
3
0万
円

を
限
度
額
と
し
て
貸

付
し
ま
す

申
込
=

直
接
窓
口
で
申
込
黹

を
提
出
(
用
紙
は
各

区
民
事
務
所
に
も
あ

り
ま
す
)

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎

・
貸
付
係

□
災
害
復
興
住
宅
資
金
(
住
宅
金
融
公

庫
)

対
象
=
災
害
に
よ
り
住
宅
を
修
繕
・
改

艮
す
る
必
要
の
あ
る
方
で
、
低
利
で
の

融
資
を
望
む
方

申
込
先
=
「
住
宅
金

融
公
市
業
務
取
扱
店
」
と
表
示
し
て
あ

る
金
融
機
関
、
住
宅
金
融
公
吏
東
京
住

宅
セ
ン
タ
ー

問
先
=
庄
宅
金
融
公
庫

東
京
支
店
個
人
住
宅
課

(
5
2
6
1
)
5
9
1
5

ご
存
じ
で
す
か
「
検
察
審
査
会
」

交
通
事
故
や
詐
欺
、
傷
害
、
脅
し
な

ど
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
(
裁
判
に
か
け
る
こ
と
)
し
て
く
れ

な
い
。そ
う
い
っ
た
不
満
の
あ
る
方
は
、

検
察
審
査
会
に
審
査
の
申
し
立
て
を
す

れ
ば
、
無
料
で
も
う
一
度
事
件
を
調
べ

な
お
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
不
起
訴
が
不
当
と
議
決

さ
れ
た
と
き
は
、
検
事
正
が
こ
の
議
決

を
参
考
に
し
て
捜
査
し
、
起
訴
す
べ
き

と
き
は
そ
の
手
続
き
を
と
り
ま
す
。
な

お
、
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
先
=
東
京
第
一
・
第
二
検
察
審
査
会

事
務
局
　
(
3
5
8
1
)
5
4
1
1

㈹

千
庄
本
庁
舎
・
選
挙
管
理
委
員
会

◎ 10月の防災キャンペーンテーマ「お年寄りを火災から守ろう」
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健

康

講 演 会

よ
く
わ
か
る

す
ぐ
で
き
る

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

日
時
=
1
0
月
1
6
日
(
占
、午
浚
1
時
～

4
時
3
0分

場
所
=
産
業
振
興
館

内

容
=
子
供
の
ぜ
ん
息
等
の
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
の
予
防
と
健
康
の
回
復
な
ど
に
つ

い
て

講
師
=
国
立
小
児
病
院
ア
レ
ル

ギ
ー
科
医
長
・
飯
倉
洋
治
氏

定
員
=

刈
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
9

月
3
0日
1
1
0月
1
2日
に
、(
ガ
キ

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
託
児
室
有
(
4
0人
ま
で
)
。申
込
時
に

要
予
約

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

公
害
補
償
係

第
1
回
常
東
地
区
健

康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
1
0月
2
日
(
土
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
場
所
⊥
吊
柬
地
域
集

会
所

内
容
=
環
境
問
題
と
ア
ト
ピ
ー

性
皮
ふ
炎
に
つ
い
て
(
柳
原
病
院
医
師

・
吉
沢
敬
一
氏
)
/
ア
ト
ピ
ー
性
皮
ふ

炎
の
ス
キ
ン
ヶ
ア
に
つ
い
て
宇
住
保

健
所
保
健
婦
ン
千
佳
あ
ず
ま
住
区
セ

ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
(
住
区
セ
ン

タ
ー
職
員
)

定
員
=
3
0人

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
9
月
3
0

日

申
・
問
先
=
千
住
あ
ず
ま
住
区
セ

ン
タ
ー
　
(
3
8
8
2
)
1
2
1
8

住
区
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
自
身
の
健
康
状
態

を
知
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
環
境
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
等
=
表
2

の
と
お
り

費
用
=
無
料

申
込
り

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
―
各
住
区
セ

ン
タ
ー
、各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
(
表
2
)

表2　 住区健康フェスティバル日 程表

知
っ
て
得
す
る

ダ
イ
エ
ッ
ト

日
時
=
1
0
月
7
日
、午
前
1
0
時
～
正
午

/
1
0
月
1
5
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

3
0分
(
2
日
制
)

対
象
=
食
べ
過
ぎ
が

気
に
な
る
方
/
城
趾
し
た
い
方

内
容
=

食
事
と
運
動
に
よ
る
正
し
い
ダ
イ
エ

ッ
ト
カ
法

持
物
=
筆
記
用
具
/
普
段

使
っ
て
い
る
ご
飯
茶
わ
ん
/
味
噌
汁
5
0

∝

定
員
=
2
0人

費
用
=
無
料

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本

町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

第
1
回
健
康

楽
々
大
学

だ
れ
に
で
も
お
と
ず
れ
る

。老
い

を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、み
ん
な
で
。楽

夕

と
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
等
=

表
3
の
と
お
り

定
員
=
3
0人

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
1
0月

1
日

塲
・
申
・
問

先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2

表3　 第1 回健康楽々大学日程表

※ いずれも午後1時30分～3時30分。

1
0月
の
献
血

日
程
等
=
1
0
月
8
日
…
本
木
小
学
校
/

1
0
月
1
9
日
・
:
六
木
小
学
校
/
1
0
月
2
0
日

・
:
北
足
立
市
場
時
間
=
午
前
1
0
時
～

H
時
3
0
分
、
午
後
1
2
時
3
0
分
～
3
時
3
0

分

問
先
=
葛
飾
赤
士
需
屐
セ
ン
タ

ー
　
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

定
期
予
防
接
種
を

忘

れ

ず

に

受
け
ま
し
ょ
う

D
P
T

〔
ジ
フ
テ
リ
ア

、百
日
せ
き
、(

破
傷
風
)

の
三
種
混
合

〕と
小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
チ
ン
(
ポ
リ
オ
)
の
予
防
接
種

を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

□
D
P
T
(
三
種
混
合
)

日
時
等
=
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。亊
前
に
確
認
の
う
え
、受
診
し

て
く
だ
さ
い
(
で
き
る
だ
け
1
0
月
1
日
～

1
月
3
1日
の
期
間
に
受
け
て
く
だ
さ

い
)

場
所
=
「
本
院
は
定
期
予
防
接

種
実
施
医
療
機
関
で
す
」
と
掲
示
の
あ

る
指
定
医
療
機
関

対
象
=
表
4
の
と

お
り

費
用
=
無
料
(
指
定
医
療
機
関

以
外
ま
た
は
決
め
ら
れ
た
年
齢
以
外
で

受
け
る
と
き
は
有
料
)

□
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
(
ポ
リ
オ
)

日
程
等
=
表
5
の
と
お
り

時
間
=
午

後
1
時
4
5
分
～
2
時
4
5
分
対
象
=
表

4
の
と
お
り

※
個
別
通
知
対
象
者

で

、9
月
末
ま
で
に
届
か
な
い
方

、
ま

た
は
接
種
票
を
紛
失
し
た
方
は
、
保
健

所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

―
―
い
ず
れ
も
―
―

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
幼
児
=

熱

が
あ
る
幼
児
/

現
在
ま
た
は
最
近
病
気

に
か
か
っ
た
幼
児
(
心
臓
病
・
腎
臓
病

・
肝
臓
病
・
糖
尿
病
・
免
疫
疾
患
な

ど
)
/
1

年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ

け
)

を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
幼
児
/

麻
し
ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
風
し
ん

、

水
ぼ
う
そ
う
な
ど
に
か
か
り

、
治
っ
て

か
ら
1

ヵ
月
以
上
た
っ
て
い
な
い
幼
児
/
1

ヵ
月
以
内
に
酥
し
ん
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
、風
し
ん
、ポ
リ
オ
、B
C
G

、水
ぼ

う
そ
う
な
ど
の
生
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
た
幼
児
/
1

週
間
以
内
に
D
P
T

、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、日
本
脳
炎
な
ど

の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た

幼
児
/
小
児
マ
ヒ
(
ポ
リ
オ
)
の
予
防
接

種
に
あ
た
っ
て
は

、
前
記
の
ほ
か

、
下

痢
を
し
て
い
る
幼
児

問
先
=
足
立
保

臑
所
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

表4　 今 回の定期予防接種の対象になる方

今回、通知が届く 方

接種が済んでいない方で、お持ちの接種票で受けられる方

表5　小児マヒ(ポリオ)予防接種10 月の日程表

※ 学校には、予防接種についての問い合わせをしないでください。
※ 駐車場がありませんので、車での来場はご遠慮ください。
※ 学校の場合には「上ばき」を必ずご持参ください。

結
核
を
予
防
し
よ
う

結
核
予
防
週
間

9
月
2
4
日
～
3
0
日

□
気
に
な
る
病
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か

結
核
の
初
期
は
、
か
ぜ
の
症
状
に
似

て
い
ま
す
。
せ
き
、
た
ん
、
胸
痛
、
血

た
ん
(
か
つ
血
)
が
続
い
た
り
、
微
熱
、

体
が
だ
る
い
な
ど
の
状
態
が
長
引
く
と

き
は
、医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

□
だ
れ
に
で
も
感
染
の
危
険
が

結
核
は
、柯
気
の
人
の
せ
き
、た
ん
。

く
し
ゃ
み
等
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。
い

つ
で
も
。
だ
れ
で
も
発
祠
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。
区
内
で
は
、
毎
年
2
0人
前
後

の
方
が
死
亡
し
、2
5
0人ほ
ど
が
新
た
に

発
病
、
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

□
発
病
予
防
に
B
C
G
接
種

区
で
は
、3
ヵ
月
児
健
診
で
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
検
査
を
行
い
、
必
要
な
子
供
に

は
B
C
G
を
接
種
し
て
い
ま
す
。4
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
で
、1
度
も
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
検
査
を
受
け
て
い
な
い
場
合

は
、
管
轄
の
保
健
所
・
保
健
相
談
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
早
期
発
見
に
は
胸
部
X
線
検
査
を

区
で
は
、
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で

は
も
ち
ろ
ん
。
住
区
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
す
る
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
で

も
、
結
核
の
検
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
1

年
に
1
回
は
、必
ず

受
診
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎

・
保
健
予
防
係

自
転
車
に
は
住
所
と

名
前
を
書
き
ま
し
ょ
う

区
で
は
、
駅
周
辺
お
お
む
ね
鷆
a
以

内
を
条
例
に
基
づ
き
自
転
車
放
置
禁
止

区
域
に
指
定
。
放
置
自
転
車
の
撤
去
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
去
年
の
撤
去
台

数
は
4
万
5
千
7
7
3台で
し
た
。
そ
の
う

ち
6
2
%の
自
転
車
の
引
き
取
り
が
あ
り

ま
し
た
が
、
残
り
の
自
転
車
は
、
引
き

取
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
。最
近
、盗
難
に
よ
る
放
置
自
転

車
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
名
前
を
書
い

て
い
な
い
た
め
た
く
さ
ん
の
自
転
車
が

持
ち
主
に
戻
つ
て
い
ま
せ
ん
。
自
転
車

に
は
、
防
犯
登
録
を
す
る
と
と
も
に
、

必
ず
住
所
と
名
前
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

移
送
所
に
運
ば
れ
た
放
置
自
転
車
を

引
き
取
る
際
に
は
、
撤
去
料
と
し
て
2

千
円
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
撤
去

後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
移
送
所
の
案
内

▽
北
千
住
、
京
成
関
屋
、
牛
田
、
千
佳

大
僑
駅
の
放
置
自
転
車
は
中
央
本
町

移
送
所
(
足
立
4
-
1
6
-
1
9先
)

▽
西
新
井
、
大
師
前
、
竹
ノ
塚
駅
の
放

置
自
転
車
は
竹
の
塚
移
送
所
(
柬
伊

興
町
3
6先
)

▽
綾
瀬
駅
の
放
置
自
転
車
は
北
綾
瀬
移

送
所
(
谷
中
1
1
1
8
-
1
0
)

▽
小
菅
、
五
反
野
、
梅
島
、
北
綾
瀬
駅

の
放
置
自
転
車
は
加
平
移
送
所
(
加

平
2
1
1
7
1
6
先
)

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

㈱足 立都市活 性化セ ンターで は

社員を募集しています

㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、

資
本
金
の
9
2・
3
%
を
足
立
区
が
出
資

し
て
い
る
第
3
セ
ク
タ
ー
で
す
。

応

募
資
格
=
3
5～
5
0歳
の
女
性
の
方

募
集
職
種
=
損
害
保
険
代
理
業
務
、一

般
事
務
待
遇
=
初
任
給
1
5
万
円
、昇

給
年
1
回
、賞
与
年
2
回
、通
動
手
当

そ
の
他
支
給
/
勤
務
時
間
は
月
曜
日
～

金
曜
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
の
間

の
6
時
間
/
年
次
有
給
休
暇
そ
の
他
あ

り
/
各
種
社
会
保
険
制
度
あ
り

募
集

人
員
=
I
人

応
募
方
法
=
履
歴
書

(市
販
の
も
の
、
写
真
付
き
)
1
通
を
1
0

月
5
日
ま
で
に
郵
送

面
接
日
=
書

類
選
考
の
う
え
、
別
途
通
知
し
ま
す

採
用
予
定
=
平
成
5
年
H
月
以
降

申

・
問
先
=
㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ

ー

〒
圀
千
住
仲
町
1
-
5

(
5
2
4
4
)
7
3
7
3

カ ッ パ の
バ ッ ジ
発 売 中

販売価格 単品200円、5 色セット800円
販 売場所 千住本庁舎・情報公開課およ

び中央本町庁舎・情報公開課分室
問合せ先 干住本疔吉・広報課　3882- 1111㈹

◎ 全国防犯運動10月11日～20日「締め出そう　暴力団は街の敵」
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文
化
・
芸
術
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
方
の
日
ご
ろ
の
成
果
を

展
示
し
ま
す
。
日
時
・
場
所
=
右
表
の

と
お
り
(
入
場
無
料
)

問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
文
化
振
興
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

総合展覧会

平
成
泉
橋
が
開
通

神
明
三
丁
目
と
八
潮
市
浮
塚
を

結
ぶ
人
道
橋
「
平
成
泉
橋
」
が
完

成
し
、
1
0月
1
日
か
ら
利
用
で
き

ま
す
。
問
先
=
土
木
部
計
画
調
整
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

区
・
中
小
企
業
融
資
の

あ
っ
せ
ん
利
率
が
下
が
り
ま
す

区
で
は
景
気
の
変
動
に
と
も
な

い
、
中
小
企
業
融
資
の
あ
っ
せ
ん

利
率
を
、
現
行
の
5
.
0
%から
4
.
7
%

へ
引
き
下
げ
ま
す
。
1
0月
1
日
受

け
付
け
分
よ
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

情 報 コ ー ナ ー

10月1 日区民の日
(得) 情 報

□ 区内の銭湯無料開放
大きなお風呂( ふろ) でゆったり

温泉気分。ご家族、ご 近所でお出
かけください( 今回はすべての年
齢の区民の方が対象です)。 問先=
千住本庁舎・健康管理課
3882―1111㈹

□ 郷土博物館無料開放
開館時間=午前9時～午後5時
場・問先= 郷土博物館
3620―9393

トーク! トーク!

ボランティア講座
ボランティアをやってみたいと

思っているあなた、やってみて良
かったよとだれかに伝えたいキミ
…。ボランティアにちょっとでも
関心のある人をお待ちしていま
す。ワイワイおしゃべりしましょ
う。日時=10月9日( 土) 。午後
1時30分～3時30分　場・問先=
西部障害福祉総合センター
3853―0632

老人会館の教室
□ 書道教室
日時=10月～3月( 第2・4火曜
日) 、午後1時～2時30分( 全12回)
内容= 書道を基礎から学びます
定員=30 人( 抽選) 費用= 無料
□ いけ花教室
日時=10月～3月( 第2・4水曜
日) 、午前10時～正午( 全12回)
内容= 柳古流を基本から学び ます
定員=30 人( 抽 選) ・費用= 無 料
(材料費のみ一部負担)

――いずれも――
対象=60 歳以 上の区民　申込= 電
話または直接窓口　期限=10 月2
日　場・申 ・問先= 老人会館
3859―9732

第46回区民体育大会
□ 柔道大会
日時=10 月2j 1日( 日) 、午前9 時30
分 場所一東京武道麒 対象 区
内在住・在勤・在学の方 種目=
小・中学生の部・・・学年別トーナメ
ント/ 一般・段外の部-・・男女別ト
ーナメント/ 有段者の部…紅白高
点 試合 費用= 小学生200円/ 中
学生300円/ 高校生以上500円　申
込= 氏名、学年( 年齢) 、身長、体
重、謄位、団体名を明記のう え費
用を胝えて現金書留で郵送　期限=10

月6 日　申・問先= 原島久武
〒I ZO千住旭町10- 13
3882 ―3838

□ ビームラ イフル射撃
日時=10月3日( 日) 、午前9畤～
午後5 時 場所= 総合スポーツセ
ンター　対象 区内在住・在勤・在
学の小学 生以上の方 費用=100
円( 当 日会場に持参) 申込= 電
話　期限=10 月3 日　 ※ 他のライ
フル種目については10月5 日号の

あだち広報でお知らせします。
申 ・問先= 菅沢国治
3896―3970

□ アーチェリー大会
日時=10月3日( 日) 、午前10時～
午後2 時　場所= ロビンフッドア
ーチ ェリーレンジ　対象= 区内在
住・在勤・在学の方　種目= ター
ゲ ット　費用=700 円( 当日会場に
持参) 申込= 電話　期限=10 月2
日　申・問先= 高橋秀之
03853 ―4912
□ ゲートボール大会
日時=10 月18日( 月) 、午前8 時
場所= 平野運動場 対象= 区内在
住・在勤の方で編威するチーム
定員=72 チーム( 先着順) 費用=1

チーム2, 000円　申 込= 所定
の申込用紙、 またはハガキに責任
者、監督の住所、氏名を明記のう
え郵送　期限=9 月30日　申・問
先= 宮 澤高勇　〒120 千住龍田 町5
―13　　3888 ―3667

青年センターの催し
あなたの子育てを応援します

子育て講演会
絵 本 と

読み聞かせ
日時=10月13日( 水) 、午前10時～
正午　定員=40 人
□ 子育てサロン
日時=10月20日( 水) 、午前10時～
正午　内容= 子育てについて、若
いお母さんどうしで自由におし ゃ

べりするサロンです　 ※ 子育ての
催しはいずれも無料です。当日直
接会場へどうぞ。また、お子さん
の保育も行っています。お問い合
わせください。

近代と現代の歴史セミナー

第4回　日清戦争
日時=10月16日( 土) 、午後3時～
5 時 対象= 青年男女　内容= 朋
治時代の大きな戦争のひとつ、日
清戦争の胥景から結果まで　講師=
吉田夏生氏( ノンフィクション

作家) 　定員=30 人( 先着順) 　費
用= 無料( テキスト希望の方は実
費1, 500円) 　 申込= 電 話
――いずれも――
場・申・問先= 青年センタ ー
3890―0061

新しくできた
「生物園」にでかけませんか 区 内施設 見 学会

□ 親子
日時=11月13日( 土) 、午前9時～
午後4 時( 予定) 見学= 生物園、
郷土博物館等の区内各施設　対象=
小学生以上のお子さんとその保
護者　定員=18 組36人( 抽選) 費
用= 無料　申込= 往復ハガ キに住
所、氏名、年齢、電話番号、希望
日、「親子施設見学会希望」と明記。
重複は無効です。必ず参加する親
子2 人の氏名をお書きください
□ 個人
日時=11月26・30、12月1日、午
前9時～午後4時( 予定) 見学=

生物園、 桜花亭などの区内施設
対象=18 歳以上の区民　定員= 各
日とも30人( 抽 選) 　費用= 無料
申込= 往復ハガキに住所、氏名、
年齢、電話番号、希望日、「施設見
学会希望」と明記　 ※ ハガキ1 通
で2 人まで申し込めます。2 人で

参加の場合は、必ず参加する2 人
の氏名をお書きく ださい。
――いずれも――
集合= 千住本庁舎前　期限=10 月15
日必着　申・問先= 千住本庁舎

・広報課　〒120千住1―4―18
3882―1111㈹

社会福祉 講座
沼田曜一さんが語る
「民 話 の こ こ ろ 」

民話劇場を閧催している俳優の
沼田曜一さんを講師に迎え、「民話
の心」を語っていただき ます。秋
の一日をあたたかな気持ちで過ご

しませんか。　日時=10月1日
( 金) 、午後1時30分～3時　定
員=200 人( 先着順) 費用= 無料　
申込= 当日直接会場へ　※ 体の不
自由な方にはリフト付バスを運行
します。お問い 合わせください。
場・申・問先= 東部障害福祉総合
センタ ー　　5682 ―5370

特別経済講演会

今後の景気動向
と 経 営 戦 略

日時=10月13日( 水) 、午後1時～
3 時30分 場所= エル・ソフィア

講師= 水谷研治氏( 東酊総合研究
所理事長) 　定員=100 人( 先着順) 　
費用= 無料　申 込= 電話　期限=10
月8 日　申・問先= 中央本町庁

舎・工業振興係　　3880 ―5191

◎「 あ だち広報」は再生 紙を使 用し てい ます
H. T. N. 　240, 000


